
1

タ

イ

ト

ル

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

ト

ム

6
—

ケ

バ

ブ

あ

ら

す

じ

日

本

の

都

内

に

あ

る

中

身

が

独

特

な

た

い

焼

き

屋

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

。

店

主

の

陽

気

な

ア

メ

リ

カ

人

、

ト

ム

が

挑

戦

す

る

今

回

の

新

作

は―
―

な

ん

と

「

ケ

バ

ブ

」

入

り

た

い

焼

き

！

真

面

目

で

心

配

性

の

バ

イ

ト

店

員

、

魚

住

が

巻

き

込

ま

れ

つ

つ

、

奇

妙

な

発

想

と

ユ

ニ

ー

ク

な

客

た

ち

が

繰

り

広

げ

る

ハ

イ

テ

ン

シ

ョ

ン

コ

メ

デ

ィ

ー

。

果

た

し

て

、

こ

の

新

作

は

成

功

す

る

の

か

？

登

場

人

物



2

ト

ム

（3
0

代

前

半

、

男

）

：

店

主

。

た

い

焼

き

大

好

き

な

ア

メ

リ

カ

人

で

、

「

ど

う

せ

作

る

な

ら

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

を

！
」

を

モ

ッ

ト

ー

に

日

々

斬

新

な

ア

イ

デ

ア

を

生

み

出

す

。

魚

住

（20

代

前

半

、

女

）

：

バ

イ

ト

店

員

。

真

面

目

な

日

本

人

女

性

で

、

ト

ム

の

奇

抜

な

ア

イ

デ

ア

に

毎

回

戸

惑

い

な

が

ら

も

協

力

し

て

し

ま

う

。

常

連

客

・
サ

ト

ウ

（40

代

、

男

）

：

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

。

ト

ム

の

店

に

通

う

ユ

ー

モ

ア

好

き

な

常

連

。

観

光

客

・
ジ

ェ

ニ

ー

（30

代

、

女

）

：

ト

ム

の

国

か

ら

来

た

観

光

客

。
ト

ム

の

熱

狂

的

フ

ァ

ン

。

ミ

ス

テ

リ

ア

ス

な

老

人

（60

代

後

半

、

男

）

：

近

所

に

住

む

謎

め

い

た

男

性

。

批

評

家

の

よ

う

な

厳

し

い

目

で

新

作

を

評

価

す

る

。



3

シ

ー

ン

1

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

：

東

京

都

内

、

商

店

街

の

一

角

に

あ

る

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

店

内

（

ト

ム

が

店

の

奥

で

た

い

焼

き

機

の

前

に

立

ち

、

エ

プ

ロ

ン

を

つ

け

て

楽

し

そ

う

に

鼻

歌

を

歌

っ

て

い

る

。

作

業

台

の

上

に

は

明

ら

か

に

た

い

焼

き

の

材

料

で

は

な

い

具

材

が

山

積

み

に

な

っ

て

い

る…

牛

肉

、

ス

パ

イ

ス

、

野

菜

、

ヨ

ー

グ

ル

ト

ソ

ー

ス

な

ど

。

）

ト

ム
（

興

奮

気

味

に

独

り

言

）
：

「

オ

ッ

ケ

ー

、

ト

ム…

次

は

一

体

ど

ん

な

フ

ァ

ニ

ー

な

た

い

焼

き

を

作

る

か

だ

。

普

通

の

ア

ン

コ

？

ノ

ー

サ

ン

キ

ュ

ー

！

ク

リ

ー

ム

？

そ

れ

じ

ゃ

あ

り

き

た

り

だ

。
そ

う

だ

、
ケ

バ

ブ

だ

！
ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

！

こ

れ

だ

！

」

（

ト

ム

が

両

手

を

広

げ

、

想

像

上

の

観

客

に

向

か

っ

て

叫

ぶ

。

）
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ト

ム:

「L
adies

and
gentlem

en!
Introducing

the
one

and
only

…

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

！

未

来

の

た

い

焼

き

だ

！

」

（

奥

か

ら

魚

住

が

出

て

く

る

。

エ

プ

ロ

ン

を

直

し

な

が

ら

ト

ム

を

見

て

呆

れ

る

。

）

魚

住:

「

ト

ム

さ

ん

、

今

度

は

何

や

っ

て

る

ん

で

す

か

？

ま

た

変

な

ア

イ

デ

ア

思

い

つ

い

た

ん

で

し

ょ

？

」

ト

ム
（

誇

ら

し

げ

に

）
：

「

変

じ

ゃ

な

い

、
フ

ァ

ニ

ー

な

ん

だ

！

見

て

く

れ

、

こ

れ

が

新

し

い

た

い

焼

き

の

中

身

だ

。

」

魚

住
（

驚

き

な

が

ら

）
：

「

ケ

バ

ブ…

！
？

た

い

焼

き

に

合

う

ん

で

す

か

、

そ

れ

？

」

ト

ム
（

自

信

満

々

に

）
：

「

魚

住

、
挑

戦

す

る

こ

と

が

進

化

な

ん

だ

よ

！

」

（

魚

住

、
た

め

息

を

つ

き

な

が

ら

腕

を

組

む

。
）



5

魚

住:

「

挑

戦

っ

て

い

う

か…

た

だ

の

無

茶

振

り

で

す

よ

、

そ

れ

。

」

（

ト

ム

、

勢

い

よ

く

た

い

焼

き

機

に

向

か

っ

て

準

備

を

始

め

る

。

）

ト

ム:

「

さ

あ

、

作

る

ぞ

！

見

て

て

く

れ

、

最

高

の

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

を

！

」

シ

ー

ン

2

：

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

：

店

の

厨

房

（

ト

ム

が

大

量

の

ケ

バ

ブ

用

の

肉

を

切

り

分

け

、

香

辛

料

を

振

り

か

け

て

い

る

。

そ

の

様

子

は

真

剣

そ

の

も

の

だ

が

、

ど

こ

か

滑

稽

で

も

あ

る

。

魚

住

は

心

配

そ

う

に

見

守

る

。

）

魚

住:

「

ト

ム

さ

ん

、

そ

れ…

肉

が

溢

れ

す

ぎ

て

焼

け

ま

せ

ん

よ

？

」



6

ト

ム

（

大

げ

さ

に

）

：

「

ノ

ー

プ

ロ

ブ

レ

ム

！

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

に

は

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

さ

が

必

要

な

ん

だ

！

」

（

ト

ム

が

た

い

焼

き

の

生

地

を

機

械

に

流

し

込

み

、

肉

を

豪

快

に

乗

せ

る

。

次

に

ヨ

ー

グ

ル

ト

ソ

ー

ス

を

ス

プ

ー

ン

で

ド

バ

ッ

と

か

け

る

。

）

魚

住
（

顔

を

し

か

め

て

）
：

「

ヨ

ー

グ

ル

ト

ソ

ー

ス…

そ

れ

絶

対

中

で

爆

発

し

ま

す

よ

。

」

（

案

の

定

、

た

い

焼

き

機

か

ら

「

ジ

ュ

ワ

ッ

」

と

音

が

し

て

、

蒸

気

と

と

も

に

ソ

ー

ス

が

は

み

出

る

。

）

ト

ム
（

慌

て

な

が

ら

）
：

「

お

お

っ

と

、
こ

れ

は

想

定

内

だ

！

」

（

魚

住

が

急

い

で

雑

巾

を

持

っ

て

く

る

が

、

ト

ム

は

な

お

も

調

理

を

続

け

る

。

）

魚

住:

「

絶

対

想

定

外

で

す

よ

ね

！

？

ど

う

す

る

ん

で

す

か

、

こ

れ

！

」



7

ト

ム
（

に

や

り

と

笑

っ

て

）
：

「

改

良

の

余

地

が

あ

る…

そ

れ

だ

け

さ

！

」

シ

ー

ン

3

：

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

：

開

店

直

後

の

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

店

内

（

開

店

と

同

時

に

ト

ム

が

威

勢

よ

く

カ

ウ

ン

タ

ー

に

出

る

。

手

に

は

完

成

し

た

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

を

持

っ

て

い

る

。

独

特

な

ス

パ

イ

ス

の

香

り

が

店

内

に

充

満

し

、

通

り

が

か

り

の

客

た

ち

が

足

を

止

め

る

。

）

ト

ム:

「

皆

さ

ん

、

注

目

！

こ

れ

が

未

来

の

た

い

焼

き…

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

で

す

！

」

（

客

た

ち

が

ざ

わ

つ

く

。

）

常

連

客

・
サ

ト

ウ:

「

ケ

バ

ブ…

た

い

焼

き

？

な

ん

だ

そ

れ

、

斬

新

す

ぎ

る

だ

ろ

。

」



8

観

光

客

・
ジ

ェ

ニ

ー:

「O
h
m
y
gosh!

T
his

is

crazy!
I
need

to
try

it
right

now
!

」

（

客

た

ち

が

次

々

と

注

文

し

、

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

を

食

べ

る

。

カ

メ

ラ

が

各

客

の

リ

ア

ク

シ

ョ

ン

を

大

げ

さ

に

切

り

取

る

。

）

女

子

高

生

グ

ル

ー

プ:
「

こ

れ…

ヤ

バ

く

な

い

！
？

美

味

し

い

け

ど

、
ス

パ

イ

ス

効

き

す

ぎ

！
」

サ

ラ

リ

ー

マ

ン:

「

昼

飯

に

は

重

い

け

ど…

ク

セ

に

な

る

な

、

こ

れ

。

」

常

連

客

・

サ

ト

ウ

（

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

の

内

部

を

ス

ロ

ー

モ

ー

シ

ョ

ン

で

撮

影

）

「

ジ

ュ

ー

シ

ー

な

牛

肉

と

ス

パ

イ

ス

の

効

い

た

ソ

ー

ス

が

生

地

と

絶

妙

に

マ

ッ

チ

。

噛

む

た

び

に

溢

れ

る

肉

汁

と

香

り

が

口

の

中

で

ダ

ン

ス

を

踊

る

！

」

（

魚

住

が

満

足

そ

う

に

ト

ム

を

見

や

る

。

）

魚

住:

「

ト

ム

さ

ん…

意

外

と

評

判

い

い

み

た

い

で

す

ね

。

」



9

ト

ム

（

ガ

ッ

ツ

ポ

ー

ズ

で

）

：

「

や

っ

ぱ

り

！

俺

の

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

が

ま

た

勝

利

し

た

！
」

シ

ー

ン

4
：

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

：

『

た

い

焼

き

ト

ム

』

店

内

、

S
N
S

投

稿

が

バ

ズ

る

シ

ー

ン

（

客

た

ち

が

ス

マ

ホ

で

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

を

撮

影

し

、
次

々

に

S
N
S

に

投

稿

す

る

。
タ

イ

ム

ラ

イ

ン

が
「#

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

」
で

埋

ま

っ

て

い

く

。

）

S
N
S

投

稿

例:

「#

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

食

べ

た

瞬

間

、

ス

パ

イ

ス

の

パ

ン

チ

が…

で

も

ハ

マ

る…

。

ト

ム

さ

ん

天

才

か

も

！

」

「

新

作

た

い

焼

き

ま

さ

か

の

ケ

バ

ブ

味

！

イ

ン

ド

料

理

店

よ

り

本

格

的

（

笑

）

#

た

い

焼

き

ト

ム

」
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「

た

い

焼

き

の

概

念

を

覆

し

た…

写

真

映

え

だ

け

じ

ゃ

な

く

て

味

も

ヤ

バ

い

。

#S
N
S

映

え

」

「

こ

れ

食

べ

た

ら

も

う

普

通

の

た

い

焼

き

に

戻

れ

な

い…

あ

り

が

と

う

ト

ム

さ

ん

！#

異

次

元

た

い

焼

き

」

エ

ピ

ロ

ー

グ

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

：
閉

店

後

の
『

た

い

焼

き

ト

ム

』

店

内

（

ト

ム

と

魚

住

が

片

付

け

を

し

て

い

る

と

、

店

の

ド

ア

が

開

く

。

ス

ー

ツ

姿

の

中

年

男

性

が

入

っ

て

く

る

。

ど

こ

か

怪

し

げ

な

雰

囲

気

を

漂

わ

せ

て

い

る

。

）

ス

パ

イ

店

主:

「

こ

ん

ば

ん

は

。

こ

ち

ら

が

噂

の

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

の

店

で

す

ね

。

」
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ト

ム
（

笑

顔

で

）
：

「

そ

う

だ

よ

！
よ

う

こ

そ

、

フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

の

世

界

へ

！

」

（

男

性

が

静

か

に

ケ

バ

ブ

た

い

焼

き

を

注

文

し

、
一

口

食

べ

る

。
口

元

が

ピ

ク

リ

と

動

く

が

、

無

表

情

を

保

と

う

と

す

る

。

）

ス

パ

イ

店

主:

「…
…

な

る

ほ

ど

。
こ

れ

は…

凄

い

。

真

似

で

き

な

い

。

」

（

彼

は

ポ

ツ

リ

と

そ

う

呟

く

と

、

静

か

に

席

を

立

ち

、

帰

り

際

に

一

言

残

す

。

）

ス

パ

イ

店

主:

「

ア

イ

デ

ア

が

ぶ

っ

飛

び

す

ぎ

て

真

似

で

き

ま

せ

ん…

参

り

ま

し

た

。

」

（

ト

ム

が

満

足

そ

う

に

微

笑

み

、

魚

住

は

呆

れ

た

よ

う

な

表

情

で

肩

を

す

く

め

る

。

）

魚

住:

「

ト

ム

さ

ん

、

ま

た

ラ

イ

バ

ル

店

主

が

降

参

し

ま

し

た

ね

。

」
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ト

ム
（

陽

気

に

）
：

「

も

ち

ろ

ん

さ

！
フ

ァ

ニ

ー

た

い

焼

き

は

真

似

さ

れ

な

い

の

が

ポ

イ

ン

ト

だ

か

ら

ね

！

」

（

ト

ム

と

魚

住

が

笑

い

合

い

、

カ

メ

ラ

は

店

の

看

板

に

ズ

ー

ム

イ

ン

し

な

が

ら

フ

ェ

ー

ド

ア

ウ

ト

。

）

E
N
D
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